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SDGs で共に創る　持続可能な行方

ら
す
こ
と
等
で
す
。
第
２
に
、
適
応
策

(adaptation)

で
あ
り
、
気
候
変
動
が

も
た
ら
す
影
響
や
そ
の
被
害
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

防
災・減
災
と
強
靭
性（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

　

次
に
、
災
害
に
対
す
る
強
靭
性

（resilience

）も
重
要
と
な
り
ま
す（
強

く
て
し
な
や
か
な
「
竹
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
け
る
と
理
解
し
や
す
い
か

と
存
じ
ま
す
）。
自
然
災
害
は
、
人
知

や
人
間
の
力
を
超
え
た
災
害
で
あ
る
側

面
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て

「
被
害
の
発
生
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
立
ち
直
る
課
程
ま
で
含
め
た
総
合

的
な
観
点
」
が
防
災
・
減
災
に
は
必
要

で
あ
り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
つ
ま
り
「
従

来
の
予
防
力
に
加
え
て
、
災
害
を
乗
り

越
え
る
力
（
回
復
力
）
を
加
え
た
総
合

的
な
力
」（
林
２
０
１
６:

34
）
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気

象
災
害
の
犠
牲
者
の
９
割
以
上
は
、
開

発
途
上
国
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の

要
因
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
口
が

多
い
点
に
加
え
て
、
先
進
国
に
く
ら
べ

て
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
弱
い
こ
と

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
11
・
ｂ
で

は
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
包
含
、

資
源
効
率
、
気
候
変
動
の
緩
和
と
適
応
、

災
害
に
対
す
る
強
靱
さ
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
）
を
目
指
す
総
合
的
政
策
及
び
計
画

を
導
入
・
実
施
し
た
都
市
及
び
人
間
居

住
地
の
件
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、
仙

台
防
災
枠
組
２
０
１
５-

２
０
３
０
に

沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
総
合

的
な
災
害
リ
ス
ク
管
理
の
策
定
と
実
施

を
行
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
16
回

防
災
と
気
候
変
動
対
策
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
准
教
授　
野
田 

真
里　

気
象
災
害
の
深
刻
化
の
一
方
で
、
死
者

数
は
減
少

　

自
然
災
害
、
特
に
気
象
災
害
は
過
去

50
年
間
に
お
い
て
深
刻
化
し
て
お
り
、

災
害
の
件
数
や
経
済
損
失
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
は
、
前
回
（
第
15
回
）
で
ご

説
明
し
ま
し
た
。
他
方
、
明
る
い
兆
候

と
し
て
、
気
象
災
害
の
同
期
の
死
者
数

の
報
告
が
減
少
し
て
い
る
点
も
、
世
界

気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
の
最
新
の
報
告

書
が
指
摘
し
て
い
ま
す
（
図
）。
気
象
災

害
に
よ
る
死
者
は
、
１
９
８
０
～
89
年

の
約
66
万
７
０
０
０
人
か
ら
２
０
１
０

～
19
年
に
は
、
約
18
万
５
０
０
０
人
へ

と
３
分
の
１
以
下
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
や

災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
達
等
に
よ
る

も
の
で
、
自
然
災
害
が
発
生
し
て
も
、

あ
る
程
度
人
的
被
害
を
抑
制
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
き
た
、
と
言
え
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
代
の
死
者
数
の
内
訳
と

し
て
、
干
ば
つ
に
よ
る
被
害
が
突
出
し

て
る
点
が
特
徴
的
で
す
。
ご
記
憶
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

１
９
８
３
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
大

干
ば
つ
に
よ
り
、
深
刻
な
飢
饉
に
み
ま

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
半
世
紀
全
体
を
通

じ
て
も
、
犠
牲
者
は
干
ば
つ
、
台
風
等
、

洪
水
、
異
常
気
象
の
順
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
し
、
ま
た
、
い
つ
、
こ
の
よ
う

な
大
干
ば
つ
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

防
災
・
減
災
と
気
候
変
動
対
策
（
緩
和

策
、
適
応
策
）

　

こ
う
し
た
半
世
紀
の
気
象
災
害
の
動

向
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
、
気
候
変
動
対

策
は
「
待
っ
た
な
し
」
と
言
え
ま
す
。

Ｗ
Ｍ
Ｏ
事
務
局
長
の
Ｐ
・
タ
ー
ラ
ス
教

授
は
「
気
象
や
気
候
、
水
の
異
常
は
増

加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
気

候
変
動
の
影
響
の
た
め
、
今
後
も
世
界

の
多
く
の
地
域
で
、
よ
り
一
層
頻
繁
か

つ
深
刻
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
対
策
に

は
次
の
２
本
柱
が
あ
り
ま
す
。
第
１
に
、

緩
和
策(m

itigation)

で
あ
り
、
Ｃ

Ｏ
２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

等
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止

め
、
災
害
の
発
生
件
数
そ
の
規
模
を
減

出典：	WMO（2021）WMO	Atlas	of	Mortality	and	Economic	Losses	 from	Weather	 ,	
Climate	and	Water	Extremes	(1970–2019)
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図：世界の気象災害死者報告数（1970-2019 年）


